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伊
豆
半
島
の
最
南
端
に
位
置
す

る
南
伊
豆
町
。
57
キ
ロ
に
お
よ
ぶ

海
岸
線
に
人
工
構
造
物
が
な
く
、

手
つ
か
ず
の
自
然
は
国
指
定
の
名

勝
・
伊
豆
西
南
海
岸
に
も
指
定
さ

れ
て
い
ま
す
。
春
に
な
る
と
、
青

野
川
沿
い
の
休
耕
地
約
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
菜
の
花
が
咲
き
誇
り
、

両
岸
の
河
津
桜
と
と
も
に
観
光
客

を
迎
え
ま
す
。
見
頃
に
は
25
万
人

を
超
え
る
人
々
が
訪
れ
、
地
域
を

代
表
す
る
景
観
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
景
色
を
支
え
て
い
る
の

は
、
日
野
の
邑
び
と
た
ち
で
す
。

地
域
住
民
を
は
じ
め
、
町
議
会
や

観
光
協
会
、
旅
館
民
宿
組
合
、
森

林
組
合
な
ど
２
０
０
人
以
上
が
協

力
し
、
草
刈
り
や
種
ま
き
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
活
動
は
１
９
９

２
年
に
始
ま
り
、「
元
気
な
百
姓

祭
」
と
し
て
今
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

南
伊
豆
町
農
業
振
興
会
副
会
長

日野 元気な百姓達の里

郷土愛から生まれた「元気な百姓祭」。
春は菜の花、夏はひまわりを咲かせ、今も世代を超えて広がり続けている。

ひんの　げんきなひゃくしょうたちのさと

賀茂郡南伊豆町

車／東名高速沼津 IC・新東名高速長泉沼津 ICから約 160分、
国道 136号線（マーガレットライン）沿い
電車・バス／伊豆急行下田駅から東海バス石廊崎港行き「日野」
バス停下車（約 20分）

の
横
嶋
隆
二
さ
ん
は
「
日
野
の
宝

は
、
こ
の
呼
び
か
け
に
応
え
る
郷

土
愛
あ
ふ
れ
る
人
々
で
す
」
と
語

り
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
30
年
以
上
前
、
当

時
の
会
長
・
鈴
木
望
さ
ん
の
「
邑

の
玄
関
口
が
荒
れ
た
ま
ま
で
は
お

客
さ
ま
に
失
礼
だ
」
と
い
う
言
葉

で
し
た
。
１
９
８
８
年
に
「
南
伊

豆
町
農
業
振
興
会
」
を
設
立
し
、

耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
「
元
気
な
百
姓

祭
」
を
立
ち
上
げ
ま
し
た
。

　

会
長
の
高
野
多
喜
雄
さ
ん
は

「
取
り
組
み
を
通
じ
て
他
の
畑
も

整
備
さ
れ
、
退
職
後
に
農
業
を
始

め
る
人
も
出
て
き
ま
し
た
」
と
手

応
え
を
語
り
ま
す
。
石
井
静
夫
さ

ん
は
「
活
動
を
き
っ
か
け
に
子
ど

も
た
ち
と
距
離
が
縮
ま
り
、
人
生

相
談
を
受
け
る
こ
と
も
あ
る
ん
で

す
よ
」
と
笑
顔
を
見
せ
ま
す
。

世代を超えた郷土愛が咲かせる
菜の花とひまわりの元気な百姓祭

春は菜の花、夏はひまわ
りが広がります。私たちが整えた

舞台に、商工会や観光協会の皆さんがア
イデアを加えてくれるのも見どころ。『み
なみの桜と菜の花まつり』では菜の花ドアや
菜の花迷路なども登場します。ひまわり畑は
お盆に帰省する邑人のために、時期を調整
して種まきをしています。日野の花畑
へ、気軽に足を運んでみてください！

季
節
ごと

に変
わる景

色を「日野」で楽しんで
！

賀茂郡南伊豆町出身。「南伊豆町農業振興会」
のほか「みなみの桜守人の会」会長を務める。
郵便局を定年退職後、「有機ファーム多喜」で
米や野菜、生花などを栽培。

高野 多喜雄さん
たか    の       た     き     お

　
「
今
は
休
耕
地
を
活
用
し
て
景

観
作
物
を
育
て
て
い
ま
す
が
、
本

来
は
農
業
者
が
し
っ
か
り
農
業
を

営
む
こ
と
が
重
要
。
未
来
を
担
う

子
ど
も
た
ち
に
私
た
ち
の
姿
を
見

て
も
ら
い
、
日
野
の
あ
る
べ
き
姿

を
守
っ
て
ほ
し
い
」
と
清
水
清
一

さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

　

花
で
彩
ら
れ
た
景
観
を
守
る
だ

け
で
な
く
、
本
来
の
田
ん
ぼ
と
し

て
農
作
物
を
育
て
続
け
る
こ
と
。

そ
の
営
み
を
通
し
て
、日
野
の
「
元

気
な
百
姓
祭
」
は
こ
れ
か
ら
も
世

代
を
超
え
て
受
け
継
が
れ
て
い
く

で
し
ょ
う
。

❶

飲ん
でみ
て!

　南伊豆町で収穫された「愛国」米を使い、藤枝市の志太泉
酒造に仕込んでもらった純米吟醸酒です。「愛国」米は明治時
代の三大品種のひとつで、親米はもともと南伊豆町で栽培さ
れていた「身上起」。地元で復活したこの米を、体験学習の一
環として子どもたちと一緒に育て、本格的な食味検査まで
行っています。
　最初は学校給食などに提供していましたが、「加工食品にも
広げたい」という声から日本酒づくりがスタート。酒匠アドバ
イザー・山本清治さんの助言と志太泉酒造の協力で、純米吟
醸酒「身上起」が誕生しました。
　「龍馬にプレゼントしたかった酒」という名は、幕末の頃に身
上起米が南伊豆で盛んに栽培され、下田にたびたび立ち寄っ
た龍馬も口にしたであろう…そんな歴史にちなんでいます。
　2015 年にはインターナショナル・ワインチャレンジ「SAKE
部門」でBRONZEメダルを受賞。歴史ロマンとともに味わい
たい一本です。

龍馬にプレゼントしたかった酒

身上起純米吟醸

取材協力/酒匠蔵 しばさき
賀茂郡南伊豆町上賀茂44-2  ☎0558-62-0026
営業時間　9:00～19:00  定休日　隔週火曜

●

休耕田に菜の花をまく地域の小中学
生。通学途中の観察も楽しみのひとつ。

おはなしを伺ったみなさん。左から清水清一さん、石井和好さん、高
野多喜雄さん（会長）、石井静夫さん、横嶋隆二さん（副会長）。

今年で37回目を迎える「元気な百姓祭り」。その功績が認めら
れ、農林水産大臣賞や内閣総理大臣賞も受賞している。

みなみの桜と菜の花まつり
【2月中旬～3月上旬】

青野川沿いに約800本の河津桜が並び、
両岸には3ヘクタールの菜の花畑が広が
ります。ピンクと黄色の共演は、南伊豆な
らではの春の風景。昼はのんびり散策を、
夜はライトアップや竹灯りがつくる幻想
的な雰囲気を楽しめます。期間中は、オー
プニング神事や伊勢海老みそ汁のふる
まい、菜の花ドアや菜の花迷路、ガラポン
抽選会やお花見人力車などのお楽しみ
も用意されています。

⚫ 場所／南伊豆町・下賀茂温泉
駐車場／専用駐車場あり
（普通車500円、バイク200円）
※9:00～16:00は車両規制あり
問い合わせ／南伊豆町観光協会
☎0558-62-0141

邑びとが力を合わせ、耕作放棄地の草
刈り作業に励む。

夏には菜の花畑がひまわり畑に変わり「元気な百姓達のひまわり畑」として日野の夏を彩る。

しんしょうおこし



　

約
３
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
休
耕
田

に
、
ピ
ン
ク
や
赤
、
白
の
コ
ス
モ

ス
が
咲
き
広
が
る
殿
地
区
。
周
囲

に
高
い
建
物
が
な
く
、
視
界
い
っ

ぱ
い
に
広
が
る
景
色
は
、
コ
ス
モ

ス
が
映
え
る
舞
台
そ
の
も
の
で

す
。
邑
が
手
が
け
る
こ
の
花
畑
は
、

今
年
で
22
年
目
を
迎
え
ま
す
。

　

き
っ
か
け
は
平
成
15
年
、
殿
が

静
岡
国
体
の
オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン

グ
会
場
と
な
っ
た
こ
と
で
し
た
。

「
せ
っ
か
く
な
ら
選
手
や
関
係
者

を
花
で
迎
え
よ
う
」
と
の
思
い
か

ら
、
休
耕
田
に
コ
ス
モ
ス
の
種
を

ま
い
た
の
が
始
ま
り
で
す
。
以
降
、

「
殿
コ
ス
モ
ス
を
咲
か
せ
て
み
よ

う
会
」
を
中
心
に
、
邑
の
人
々
が

力
を
合
わ
せ
て
取
り
組
み
を
続
け

て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
後
「
殿
ふ
る
さ
と
会
」
が

発
足
し
、
活
動
は
よ
り
本
格
的
に
。

秋
の
コ
ス
モ
ス
畑
に
加
え
、
夏
の

虫
送
り
や
子
ど
も
た
ち
と
の
農
業 22 年前にはじまった殿のコスモス畑。

休耕田を生かした花の舞台は、地域の絆を深め、次世代へ受け継がれている。

藤枝市岡部町殿出身。「殿ふるさと会」発足当初
より会長を務める。高校卒業後は藤枝北高で農
業実習助手を経て、実家の農業に従事。酒米や
野菜、お茶など多彩な農産物を手がける。「今の
この美しい景観を崩すことなく、次の世代に受
け継ぎたい」と語る。

大石 久志 さん

殿のコスモス畑は 3か所
あり、毎年場所を変えて開催し

ています。今年は朝比奈川に面した広
く見やすい畑で、川風に揺れる花が一面
に広がる景色は圧巻です。殿には花だけで
なく、たけのこや旬の野菜、玉露など美味
しいものも豊富にあります。無人販売所や
玉露の里でも気軽に味わえますので、花
と一緒に地元の味覚も楽しんでくだ

さいね！

体
験
学
習
も
行
っ
て
い
ま
す
。
会

長
の
大
石
久
志
さ
ん
は
「
今
年
の

種
ま
き
は
町
内
会
全
員
が
参
加

し
、
地
元
の
子
ど
も
た
ち
や
農
協

職
員
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
『
夢
づ
く
り

21
』
の
子
ど
も
た
ち
も
加
わ
り
、

約
２
０
０
人
が
関
わ
り
ま
し
た
」

と
話
し
ま
す
。
邑
ぐ
る
み
で
花
を

育
て
る
営
み
が
、
年
々
広
が
っ
て

い
ま
す
。

　

見
頃
を
迎
え
る
10
月
初
旬
か
ら

11
月
初
旬
に
は
「
コ
ス
モ
ス
祭
り
」

を
開
催
。
地
元
の
農
産
物
や
焼
き

そ
ば
、
雑
貨
を
販
売
す
る
出
店
が

並
び
、
土
日
に
は
８
０
０
台
以
上

の
車
で
賑
わ
い
ま
す
。
畑
の
刈
り

取
り
後
は
来
年
の
た
め
の
種
取
り

を
行
い
、
営
み
は
次
へ
と
つ
な

が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
殿
で
は
酒
米
「
誉
富
士
」

の
栽
培
も
盛
ん
で
す
。
収
穫
し
た

米
は
地
元
の
初
亀
醸
造
に
渡
り
、

純
米
酒
「
岡
部
丸
」
と
し
て
生
ま

殿
との

藤枝市

車／東名高速焼津 ICから県道 210号線経
由で約 20分、新東名高速藤枝岡部 ICから
県道 210号線経由で約 10分
電車・バス／ JR焼津駅から静鉄バス焼津岡
部線「藤枝市役所岡部支所」下車。藤枝市
自主運行バス「殿」バス停下車

れ
変
わ
り
ま
す
。
近
年
は
初
亀
の

若
手
蔵
人
が
田
植
え
か
ら
関
わ

り
、
会
員
の
指
導
の
も
と
、
米
づ

く
り
を
実
施
。
来
春
に
は
酒
蔵
が

玉
露
の
里
近
く
へ
移
転
予
定
で
、

コ
ス
モ
ス
畑
と
と
も
に
食
や
酒
を

楽
し
め
る
新
た
な
魅
力
が
広
が
ろ

う
と
し
て
い
ま
す
。

　
「
次
世
代
へ
の
引
き
継
ぎ
は
簡

単
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
邑
に
楽

し
み
や
誇
り
を
持
て
る
取
り
組
み

を
残
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
大

石
さ
ん
は
語
り
ま
す
。
花
と
米
を

通
じ
て
築
か
れ
る
邑
の
絆
が
、
殿

の
未
来
を
照
ら
し
て
い
ま
す
。

おおいし ひさし

邑全体でおもてなし
殿コスモス畑を未来につなぐ

殿
のコ

スモ
スと
美味しいもの、ぜひ味わって！

虫送り
【毎年8月23日18時～】

虫を供養し、豊作を祈る伝統行事です。
田んぼのあぜ道に立てた松明に火を灯
し、害虫を退ける農行事として受け継が
れてきました。子どもたちは松明づくりか
ら参加し、当日は手づくりの松明に火を移
しながら「あぜ道」を進みます。鐘の音が
響く中、「田の虫送れ」と唱えながら火を
つなぎ、最後に総善寺前でお祓いと参拝
を行って締めくくられます。夏の夜を彩る
幻想的な光景は、地域の思いが込められ
た大切な風物詩です。

⚫ 場所／殿公会堂前
（藤枝市岡部町殿）
料金／無料
駐車場／あり
問い合わせ／藤枝市農林課
☎054-643-3350

休耕田いっぱいに咲き誇るコスモスが風に揺れ、殿の秋を彩ります。期
間中は畑の中に散策路が設けられ、花のトンネルを歩きながらゆった
りと景色を楽しめます。週末には地元の人々による農産物や特産品の
販売もあり、訪れる人との交流も魅力のひとつ。さらに、自分で好きな
花を摘んで持ち帰れる「コスモス狩り体験」も人気を集めています。

遊び
に来
て!

一面に揺れる花のじゅうたん
秋空の下でコスモス三昧

コスモス祭り

⚫ 場所／藤枝市岡部町殿
期間／10月上旬～11月上旬
時間／9:00～15:00
料金／無料
コスモス狩り／300円（駐車場にて協力金をお支払いの方は200円）
駐車場／あり（協力金として300円）
問い合わせ／岡部総合案内所　☎054-667-6060 お話を伺ったみなさま。左から、村越照雄さん、朝比奈秀さん（事務長）、大石久志さん（会長）、

朝比奈信義さん、杉本武久さん。
8月に子どもたちも一緒にコスモスの種まき。
秋に咲く姿を楽しみに！

殿の田んぼで、初亀醸造の蔵人が自社用の
酒米づくりに励む。

毎秋、朝比奈第一小学校の5年生が参加する
稲刈り体験。



　

火
付
け
役
は
サ
ス
テ
ン
株
式
会

社
の
友
田
裕
人
さ
ん
。「
世
界
に
誇

れ
る
『
電
動
ア
シ
ス
ト
自
転
車
Ｐ

Ａ
Ｓ
』
を
地
元
が
知
ら
な
い
な
ん

て
も
っ
た
い
な
い
。『
Ｐ
Ａ
Ｓ
』
を

通
じ
て
森
町
を
元
気
に
し
た
い
」

そ
の
思
い
か
ら
、
ヤ
マ
ハ
発
動
機

と
連
携
し
、
正
規
販
売
店
「
エ
ル

ド
ラ
ー
ド
森
町
」を
設
立
し
ま
し
た
。

　

森
町
は
１
９
９
３
年
に
ヤ
マ
ハ

発
動
機
が
開
発
し
た
世
界
初
の「
Ｐ

Ａ
Ｓ
」
が
誕
生
し
た
場
所
。
今
も

ド
ラ
イ
ブ
ユ
ニ
ッ
ト
が
生
産
さ
れ
、

世
界
へ
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
「
農
散
走
」
と
は
、
農
山
村
を

散
歩
す
る
よ
う
に
自
転
車
で
ゆ
っ

た
り
走
ろ
う
、
と
い
う
発
想
か
ら

生
ま
れ
た
造
語
。
森
町
の
「
天
方
・

歴
史
と
自
然
が
奏
で
る
里
山 

三

倉
・
一
の
宮
の
里
・
森
町
南
部
」

の
四
つ
の
邑
と
周
辺
資
源
を
「
み

ち
」
で
つ
な
ぎ
、「
自
転
車
で
愉

し
む
森
町
の
旅
」「
自
転
車
を
生

か
し
た
森
町
の
暮
ら
し
」
を
実
現

す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
代
表
の
岡
戸
さ

ん
は
言
い
ま
す
。「
こ
れ
ま
で
四

つ
の
邑
は
そ
れ
ぞ
れ
活
動
し
て
き

ま
し
た
が
、
自
転
車
で
つ
な
ぐ
こ

と
で
森
町
全
体
の
潜
在
力
を
も
っ

と
引
き
出
せ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。」
さ
ら
に
、
浦
上
正
男
さ
ん
も

笑
顔
で
話
し
ま
す
。「
孫
の
よ
う
な

世
代
が
来
て
く
れ
る
の
は
う
れ
し

い
。
世
代
が
違
う
か
ら
こ
そ
い
ろ

ん
な
意
見
が
出
て
き
て
、
新
し
い

発
想
が
生
ま
れ
て
い
く
ん
で
す
。」

　

令
和
５
年
か
ら
ル
ー
ト
や
マ
ッ

プ
づ
く
り
を
進
め
、
令
和
６
年
に

は
毎
月
の
定
例
会
を
開
催
。
地
域

お
こ
し
協
力
隊
な
ど
新
し
い
仲
間

も
加
わ
り
、
14
人
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

実
際
に
各
地
を
走
り
、
地
元
の

案
内
と
外
部
の
視
点
を
合
わ
せ
て

コ
ー
ス
を
作
成
。
完
成
し
た
マ
ッ

プ
は
町
内
外
に
配
布
さ
れ
、Ｓ
Ｎ

Ｓ
で
も
発
信
中
で
す
。

　

昨
年
12
月
に
は
第
１
回
モ
ニ❶

地域の人々にとって
・自然・歴史・農の魅力を新しい形で発信
・観光客や関係人口の増加
・高齢者や子育て世代の移動を支援
・四つの邑の連携と一体感の強化
・持続可能なまちづくりの推進

企業等にとって
・「PAS発祥の地」と結びついたブランド強化
・Eバイクの体験機会の創出
・観光×暮らしで市場拡大の可能性
・地域とともに取り組む姿勢で信頼獲得
・新しいツーリズムモデルの事例化

Ｐ
Ａ
Ｓ
か
ら
は
じ
ま
る
森
町
の
挑
戦

四
つ
の
邑
を
、
自
転
車
で
つ
な
ぐ

仲
間
と
走
り
、
ア
イ
デ
ア
を
形
に

天方・歴史と自然が奏でる里山 三倉・
一の宮の里・森町南部

ヤマハ発動機株式会社地 域　　企業等農村連携促進支援事業

天方
あまがた

周智郡森町

車／新東名高速 森掛川 IC から約 10 分、東名
高速 袋井 ICから約 30分
電車・バス／天竜浜名湖鉄道「遠州森」駅か
ら町営バス（予約制）で「アクティ森」下車

地 域　　企業等

期 待 で き る 効 果

3 月 8日（土）開催の「Eバイク体験スクール＆ツアー」。作成したサイクリングマップをもとに、森町の四つの邑をめぐる 42.195kmを走破し、無事エルドラード森町へ帰着。

Ｅ
バ
イ
ク
が
拓
く
、
森
町
の
未
来

［事業主体］
森町グリーンツーリズム研究会
「農散走プロジェクト」
周智郡森町森 1408エルドラード森町
☎0538-31-2251 お昼は、空き家をリノベして地域交流拠点として運営されている「たまどん」へ。月 2回のランチ営業を行っており、今回は特別に“高御膳”でお母さんたちの手料理をいただきました。

森町発の Eバイクを使い、邑をめぐりながら地域の魅力を発信する。
そんな挑戦が「農散走プロジェクト」です。仕掛け人は森町愛にあふれる邑びとたち。
多彩な仲間が集い、互いをリスペクトし合いながら活動を進めています。

森町で生まれた Eバイクで、四つの邑の価値をつなぐ

合言葉は「自分たちが楽しくないと楽し
いものはできない」。笑いとアイデアが
あふれる場です。

友田裕人さん（「エルドラード森町」代表） 岡戸章夫さん（「森町グリーンツーリズム
研究会」）代表

浦上正男さん（「てんぽうの里 半夏生」代表）

農散走プロジェクトメンバーの皆さん（森町・エルドラード森町・ミリオンペタル合同会社・サイクルショップパストラーレ・森町森林組合・
静岡県サイクルツーリズム協議会・森町役場産業課・森町グリーンツーリズム研究会ほか）

4 つの邑を巡る 42.195km
の農散走が誰にでも楽しく
実施できる案内マップ。

農散走プロ  ジェクト

タ
ー
ツ
ア
ー
を
実
施
し
、「
新
し

い
森
町
の
魅
力
に
出
会
え
た
」
と

好
評
を
得
ま
し
た
。

　

今
年
は
完
成
し
た
「
街
中
編

マ
ッ
プ
」
も
活
用
し
、
ツ
ア
ー
展

開
を
加
速
予
定
。Ｅ
バ
イ
ク
を
観

光
だ
け
で
な
く
住
民
の
移
動
手
段

と
し
て
も
活
か
し
、
農
林
業
や
商

工
業
と
連
携
し
た
新
し
い
ツ
ー
リ

ズ
ム
を
育
て
て
い
き
ま
す
。

　

友
田
さ
ん
は
最
後
に
こ
う
語
り

ま
す
。「
持
続
可
能
な
邑
づ
く
り

の
た
め
に
、
世
界
に
誇
れ
る
『
Ｐ

Ａ
Ｓ
』
や
人
、
文
化
を
活
か
し
て

い
き
た
い
。
森
町
に
は
魅
力
が
無

限
に
あ
る
。
何
度
で
も
足
を
運
ん

で
、
こ
の
町
の
可
能
性
を
感
じ
て

ほ
し
い
。」

ほか



が
、
波
勝
崎
に
生
息
す
る
野
生
の
猿
の
害

を
防
ぐ
た
め
レ
モ
ン
に
し
た
そ
う
で
す
。

苗
木
の
植
え
付
け
は
「
レ
モ
ン
で
も
植
え

よ
う
会
」
と
名
付
け
ら
れ
、
こ
の
３
年
半

で
７
回
、
毎
回
30
〜
40
人
が
参
加
し
て
こ

れ
ま
で
５
０
０
本
の
レ
モ
ン
が
植
え
ら
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
域
の
若
者
た
ち
が
メ
ン
バ
ー

の
「
伊
浜
躍
進
の
会
」
が
中
心
と
な
っ
て

開
く
「
ト
コ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」
も
盛
況
で
す
。

か
つ
て
伊
浜
の
海
岸
は
、
天
草
の
産
地
で

し
た
。
磯
焼
け
な
ど
海
の
環
境
の
変
化
に

よ
り
産
業
で
は
難
し
く
な
り
ま
し
た
が
、

今
も
夏
の
間
は
、
海
沿
い
の
軒
先
に
天
草

を
干
す
風
景
が
見
ら
れ
ま
す
。
地
元
産
の

天
草
を
使
っ
た
ト
コ
ロ
テ
ン
早
食
い
競
争

の
世
界
大
会
は
昨
年
度
ま
で
に
６
回
開
催

さ
れ
、
昨
年
は
60
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

地
域
資
源
が
豊
富
な
伊
浜
。
松
本
さ
ん

に
よ
る
と
、
２
０
１
８
年
、
静
岡
大
学
の

地
域
創
造
学
環
の
ゼ
ミ
の
学
生
た
ち
が

や
っ
て
き
て
、「
伊
浜
カ
ル
タ
」
を
作
る

フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
が
あ
っ
た
そ
う
で

す
。
学
生
と
一
緒
に
地
元
の
人
も
伊
浜
の

風
景
や
風
物
詩
を
カ
ル
タ
に
詠
む
と
い
う

プ
ロ
セ
ス
を
通
し
て
、「
あ
る
も
の
を
磨

い
て
地
域
の
活
性
化
に
つ
な
げ
る
」「
地

元
学
」
の
心
得
を
、
み
な
さ
ん
、
身
に
着

け
た
よ
う
で
す
。

　

野
菜
や
養
鶏
を
営
む
翔
音
さ
ん
の
農
園

に
は
、
世
界
じ
ゅ
う
の
旅
人
が
援
農
に

や
っ
て
き
ま
す
。
こ
れ
は
、Ｗ
Ｗ
Ｏ
Ｏ
Ｆ

（
ウ
ー
フ
）
と
い
う
世
界
的
農
業
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
登
録
し
て
い

る
か
ら
で
す
。欧
米
か
ら
の
訪
問
が
多
く
、

彼
ら
は
み
な
伊
浜
の
美
し
さ
に
感
動
し
ま

す
が
、
そ
れ
は
単
に
海
や
山
の
景
色
だ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
石
垣
の
段
々
畑
に
咲

く
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
を
は
じ
め
、
花
や
野
菜

な
ど
、
最
も
魅
力
的
に
映
る
の
は
、
住
む

人
々
が
傾
斜
地
の
畑
を
丁
寧
に
耕
す
暮
ら

し
の
美
し
さ
で
す
。

　

翔
音
さ
ん
は
、
農
業
を
は
じ
め
、
伊
浜

の
様
々
な
地
域
資
源
を
活
か
す
仕
組
み
を

作
ろ
う
と
、
現
在
、
元
民
宿
を
改
築
し
て

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
準
備
中
で
す
。
人
が
泊

ま
れ
る
場
所
を
増
や
し
て
空
き
家
問
題
解

決
に
つ
な
げ
た
い
そ
う
で
す
。
サ
ッ
プ
な

ど
、
海
を
活
か
し
た
レ
ジ
ャ
ー
に
も
夢
は

膨
ら
み
ま
す
。

　
「
妻
と
も
出
会
え
て
家
庭
を
持
ち
、
子

ど
も
が
生
ま
れ
る
と
、
伊
浜
で
10
年
ぶ
り

の
子
ど
も
だ
と
、
地
域
の
み
ん
な
に
祝
っ

て
も
ら
え
ま
し
た
。
伊
浜
は
住
め
ば
都
で

す
。
関
係
人
口
か
ら
始
め
て
、
僕
み
た
い

に
住
ん
で
く
れ
る
人
が
増
え
た
ら
嬉
し

い
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

賀茂郡南伊豆町

伊浜地区
いはまちく

み
ん
な
で
レ
モ
ン
を
植
え
よ
う

耕
そ
う
！
邑
の
未
来

大
学
生
と
の
交
流
で

地
域
の
宝
を
活
か
す
イ
ベ
ン
ト

公共交通機関 / 伊豆急下田駅－（南伊豆東海バス 下田～伊浜）－
伊浜バス停留所
車 /東名高速沼津ＩＣより 約 100分
新東名高速長泉沼津ＩＣより 約 110分

33
フリーアナウンサー / 農業ジャーナリスト　野菜をつくるベジアナとして
農ある暮らしの豊かさを提唱。全国の農村を取材。ブログ「ベジアナの
野菜畑チャンネル」静岡県ふじのくに美しく品格のある邑づくり推進委員、
農林水産省世界農業遺産等専門家会議委員　棚田学会理事

 伊浜には本当の美しさがあります！

撮影：宮崎 泰一

　

伊
豆
半
島
の
南
端
、
駿
河
湾
に
面
し
た

南
伊
豆
町
の
西
海
岸
に
位
置
す
る
伊
浜
地

区
は
、
人
口
３
０
０
人
ほ
ど
の
小
さ
な
集

落
で
す
。
青
く
澄
ん
だ
海
と
切
り
立
っ
た

崖
が
織
り
な
す
入
り
江
は
、
江
戸
時
代
の

絵
画
に
も
描
か
れ
て
い
た
ほ
ど
。
か
つ
て

は
段
々
畑
の
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
栽
培
で
日
本

一
の
シ
ェ
ア
を
誇
っ
て
い
ま
し
た
が
、
人

口
減
少
に
は
抗
え
ず
、
山
の
畑
も
荒
れ
て

き
て
い
ま
し
た
。
そ
う
し
た
中
、
美
し
い

伊
浜
の
活
気
を
取
り
戻
そ
う
と
、
地
域
住

民
と
若
い
世
代
が
協
力
し
て
、「
伊
浜
３

０
０
年
の
邑
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が

始
ま
っ
て
い
ま
す
。

　

お
邪
魔
し
た
の
は
、
地
区
の
中
心
部
に

あ
る
旧
大
屋
邸
で
す
。
古
民
家
を
み
ん
な

で
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
し
、
防
災
拠
点
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
よ
み
が

え
ら
せ
ま
し
た
。こ
の
日
集
ま
っ
た
の
は
、

伊
浜
区
長
の
齋
藤
基
良
さ
ん
（
70
）、
区

長
代
理
の
高
橋
利
廣
さ
ん
（
69
）、
関
係

案
内
人
と
い
う
松
本
恒
明
さ
ん
（
70
）、

地
域
お
こ
し
協
力
隊
を
こ
の
春
卒
業
し
た

田
村
ロ
ー
タ
ス
翔
音
さ
ん
（
32
）
で
す
。

　

東
京
都
葛
飾
区
で
育
っ
た
翔
音
さ
ん

は
、
ア
ウ
ト
ド
ア
の
ガ
イ
ド
で
こ
の
地
を

訪
れ
た
と
き
、
伊
浜
の
美
し
さ
と
人
の
優

し
さ
に
魅
了
さ
れ
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

に
な
り
ま
し
た
。
そ
こ
で
始
め
た
の
は
、

「
無
農
薬
の
レ
モ
ン
栽
培
」
で
す
。
こ
の

あ
た
り
は
柑
橘
栽
培
に
適
し
て
い
ま
す

伊
浜
の
美
し
さ
は
人
に
あ
り

伊浜地区で唯一の民宿「めぐみ荘」さんでは、海の
幸や山の幸をたっぷりと味わうことができます。
（要予約・宿泊者のみ）

甘夏ジャムで食べる伊浜産のとこ
ろてんはデザートにぴったり！

ところてん
の原料とな

るテングサ

を乾燥させ
ています。

レモンを植えて伊浜の段々畑をにぎやかにしたいと語る翔音さん

静岡大学の学生と作成した伊浜かるたで地域の宝を再発見！

リノベーションした旧大屋邸での１枚。左から高橋利廣さん、齋藤基良さん、松本ちえ子さん、田村ロータス翔音さん、松本恒明さん

半島の先っぽ。バスの終点から
始まる山と海のまち歩き。

鮮やかな伊浜ブルーの海と山に囲まれた伊浜地区。

伊豆半島の南西端



フォトコンテスト
入 賞 作 品 発 表
#しずおかむらたび春 2025

訪れてみたくなる、過ごしたくなる、
農 村 の「食」、「文 化」、「人 々」の
写 真・投 稿 を 募 集 し ま し た。

「ファインダー越しの農村の世界」
春のテーマ

静岡県

農村　魅力

第 11回

の

10/1

応募期間

12/15Wed～ Mon

2025 年 10 月 1 日（水）から秋のフォトコンテ
スト開催中です！
応募期間は 12 月 15 日（月）まで。皆様から
の多数の応募をお待ちしております！

今回のテーマは、
「秋めく農村を切り取る」です。

#しずおかむらたび 秋 2025作品募集中！

詳しくは
「むらサポ」
instagram
アカウント
をチェック！

柚野の里 南条の里夢むら井田

（富士市富士岡南）
撮影者 : my_favorite.223 さん
撮影時期 : 4 月下旬

「蓮華畑を駆け抜ける幸せのイエロー」
（富士宮市原）
撮影者 : otnky321 さん
撮影時期 : 令和 7年 3月上旬

「竹灯籠点火」

（富士宮市）
撮影者 : uav.photo さん
撮影時期 : 令和 7年 5月

「早苗田に映る朝の景色」
（富士宮市）
撮影者 : aibaqiang さん
撮影時期 : 5 月上旬

「田植え」
（富士市若松町）
撮影者 : toshi_om1さん
撮影時期 : 令和 7年 5月 3日

「新茶が描く曲線美」
（沼津市井田）
撮影者 : 田村 幸春さん
撮影時期 : 令和 7年 4月 19日

「初めての田植え」
（富士宮市下条）
撮影者 : 永田 雅一さん
撮影時期 : 令和 7年 5月 22日

「孫の畑で」
（富士宮市 柚野）
撮影者 : 勝又 守洋さん
撮影時期 : 令和 7年 4月 8日

「原風景」

（掛川市）
撮影者 : yn_____ygwさん
撮影時期 : 令和 7年 4月

「茶文字」
（富士宮市下条）
撮影者 : hime_photo2024 さん
撮影時期 : 令和 7年 5月 11日

「朝の田んぼ見回り」
（富士宮市上柚野）
撮影者 : 井谷 勝利さん
撮影時期 : 令和 6年 5月 4日

「実りを願って」

（松崎町 石部棚田）
撮影者 : senganmonさん
撮影時期 : 5 月中旬

「楽しい共同作業」
（島田市阪本　中條景昭像公園）
撮影者 : shio93 さん
撮影時期 : 令和７年４月 30日

「茶畑と大井川」
（掛川市）
撮影者 : tezuka.koji さん
撮影時期 : 令和 7年 4月

「新茶 2025」
（菊川市倉沢）
撮影者 : 小栗 進さん
撮影時期 : 令和 6年 3月 30日

「綺麗だね」

富士山のふもとの郷を守る邑白糸の里南条の里茶文字の里 東山柚野の里

第11回静岡県農村の魅力フォトコンテスト
石部赤根田村百笑の里千框（せんがまち）の棚田



毎月第3日曜9時～9時30分
浜
松
市

恩地町環境みどり会

恩地町みどり朝市

恩地町公会堂広場
駐車場有 無料恩地町環境みどり会 見野

053-426-2888

直売地産地消～「新鮮・安全・安～い」
野菜主体に生産者が直売します。

浜松市中央区恩地町 443

毎月開催イベント

2025
令和 7年

Autumn

11月2３日(日） ９時～１５時
浜
松
市

夢未来くんま

棚田を歩こう

浜松市天竜区大栗安 棚田周辺　
夢未来くんま事務局　石打
053-929-0636

055-983-2766

棚田ウォーク・竹筒ご飯づくり・しめ縄づくり

参加費 : 中学生以上 2,000 円小学生 1,000 円

お越しいただく皆様へのお願い

開催日時や内容は、余儀なく変更・中止される場合がございますのであらかじめご了承ください。

November11

December12
10月11日（土）

親子で稲刈り体験を行います。
稲刈り体験のボランティアを募集中

伊
豆
市

いずのやね茅野

餅米稲刈り体験

伊豆市湯ヶ島 浄蓮の滝 500ｍ南
はちくぼ会事務局 ファーマーズヒル（旧かたつむり）

0558-85-2104
参加費：1,500 円  8：30集合

10月19日（日）

親子で稲刈り体験を行います。
稲刈り体験のボランティアを募集中

伊
豆
市

いずのやね茅野

黒米稲刈り体験

伊豆市湯ヶ島 浄蓮の滝 500ｍ南
はちくぼ会事務局 ファーマーズヒル（旧かたつむり）

0558-85-2104
参加費：1,500 円  8：30集合

11月23日（日）10時～15時
藤
枝
市

市之瀬

おかえりな祭市之瀬へ

藤枝市瀬戸ノ谷７５０９-3
市之瀬交流ヴィレッジおかえり他

090-4953-2547
駐車場無料

秋の里山での縁側カフェ、アート作品展示、ワーク
ショップなどを巡るウォークラリー。運営ボランティ
ア募集中。

市之瀬盛り上げ隊　森脇

11月23日（日）

箱根西麓三島野菜などの特産品を使った地元グルメを多数
集めたイベント。

三
島
市

三島箱根西麓

三島フードフェスティバル 2025

楽寿園
三島フードフェスティバル実行委員会事務局
（商工観光まちづくり課）

October10

10月25日（土）26日（日） 
森
町

三倉

許禰神社例祭

森町三倉地区
森町観光協会
0538-85-6316

二輪屋台が勇壮なお囃子に合わせ巡行し、山合の街道が賑わい
ます。

10月26日（日）10時～14時 
浜
松
市

水窪地区

第 35回峠の国盗り綱引き合戦

兵越峠
国盗り綱引き実行委員会
053-987-2100

長野県と県境で信州軍と遠州軍で綱引きを行い県境を移動しま
す。(イベント上 )

会場には駐車場がありません。 
シャトルバス (500 円）をご利用ください

11月2日（日）10時～15時
森
町

天方

コモコモトモダチ大集合イベント
＠アクティ森

森町体験の里 アクティ森

森町役場産業課 商工観光係
0538-85-6319

森町 PRキャラクター「コモコモ」が主役のイベントです。
近隣市のキャラクターたちも遊びに来ます。

周智郡森町問詰 1115-1

11月１日（土）2日（日）10時～16時
森
町

三倉

オープンハウス「ぷぶふの日」

森町体験の里 アクティ森

森町体験の里 アクティ森
0538-85-0115

天方、三倉地区のオープンハウス参加者が自宅や工房で生産品、
制作品の展示や販売を行います。

周智郡森町問詰 1115-1

11月2日（日）10時～14時 
浜
松
市

水窪地区

第 27回みさくぼ夢街道

水窪支所前　駐車場
夢街道実行委員会
053-987-2100

水窪の物産と食のイベント

参加費あり     駐車場有 

11月9日（日）10：００～１３：００

大学生が企画したこどものためのフェス。遊びだけでなく、
和つなぎ食堂もあります。こどもの笑顔をスマホに撮る写真
講座開催。

掛
川
市

とうもんの里

キッズフェス

とうもんの里総合案内所 掛川市山崎２３３
ＮPO法人とうもんの会 0537-48-0045

11月2日（日）10時～15時
森
町

天方

アクティ森ワンダフルイベント 秋

森町体験の里 アクティ森

森町体験の里 アクティ森
0538-85-0115

プライベートドッグランの設置など愛犬と一緒に楽しめるイベ
ントです。

周智郡森町問詰 1115-1

11月15日（土）10時～16時　16日（日）10時～15時
森
町

天方

第 10回 森町クラフトフェア

森町天方・三倉地区
森町グリーンツーリズム研究会
（事務局　森町役場定住推進課） 0538-85-6321

県内外からハンドメイドやアートクリエイターがが集まり、展
示、販売を行います。

11月1日（土）2日（日）17時～20時

放置竹林の整備により生じた伐採竹を活用し、地域の宝である
「江川邸」を竹灯籠や竹のオブジェで彩ります。両日、地元マル
シェの「竹灯り夜市」、ステージイベントを開催。

伊
豆
の
国
市

韮山金谷

江川邸竹灯りイベント
「灯そう 2025江川邸の庭へ」

江川邸及び周辺
江川邸竹灯り実行委員会　事務局（柴田）
090-6335-4333

伊豆の国市韮山韮山１番地

入場料：高校生以上 300円
※イベント開催時間外に江川邸施設を見学する場合は、
江川邸入場料がかかります。

11月15日（土）

茅野地区集会場にて餅つき。

伊
豆
市

いずのやね茅野

感謝祭

伊豆市湯ヶ島　浄蓮の滝近く　茅野集会場
はちくぼ会事務局 ファーマーズヒル（旧かたつむり）

0558-85-2104
集合 8：30

11月23日（日）

茅野地区にある「はちくぼ山」作業道を整備します。
山頂まで登ることもできます。

伊
豆
市

いずのやね茅野

鉢窪山作業道整備

伊豆市湯ヶ島　多目的グランド
はちくぼ会事務局 ファーマーズヒル（旧かたつむり）

0558-85-2104　集合 8：30

（三島市一番町１９－３）ほか市内各所

お越しの際は公共交通機関をご利用ください。

055-983-2652

野菜の品評会、野菜等の販売、里山の遊び等

三
島
市

山田川自然の里

収穫祭

山田川自然の里 管理棟前広場
山田川ｸﾞﾘｰﾝﾂｰﾘｽﾞﾑ研究会事務局
（農と食のまちづくり課内）

11月29日（土）9時～正午

055-971-8211

農産物品評会、三島箱根西麓及び中郷地区を含む
三島・函南地区の農産物即売会等。

三
島
市

三島箱根西麓中郷

第 4回 JAふじ伊豆三島函南地区
農業祭

長伏公園（三島市長伏２７４－１）
JA ふじ伊豆　地区管理課

11月30日（日）

12月6日(土)7日（日）9時～17時予定
浜
松
市

和地ふるさと会

和地  協働センター祭り

和地協働センター　浜松市中央区和地町 6578
和地協働センター
053-486-0253

活動報告・遊休農地産の餅米で餅つき体験とふるまい

浜松駅①のりば舘山寺線 30系統で
湖東団地中下車 10分
Ⓟあり無料
参加費無料

12月中旬

特産品「水かけ菜」のオーナー募集。
1区画（5㎡）2,500 円、収穫量は生葉で 8㎏程度
摘み取り適期：２月上旬～３月中旬

御
殿
場
市

二子湧水の里

水かけ菜オーナー募集

二子公民館　御殿場市二子 366-1
ＪＡふじ伊豆富士岡営農センター
0550-87-1014

12月13日（土）10時～14時

地元浮橋で栽培したソバやつきたてのお餅の販売、地場産
農産物の販売などを行います。（入場無料、飲食・物販は有料）

伊
豆
の
国
市

浮橋

浮橋農業まつり

浮橋公民館　伊豆の国市浮橋 900-5
浮橋区長（古屋）

090-4237-5490
旧浮橋そばまつりを新たな形でリニューアル
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